
0 

社長の戸田でございます。 

 

それでは、当社グループの中期経営計画の進捗状況についてご説明いたします。 
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当社グループは、2019年3月期を最終年度とするご覧の中期経営計画に基づい
て、積極的な事業活動を展開しております。 

 

2016年11月に上方修正した中期経営目標の達成へ向けた、2018年3月期にお
ける各種取り組みの進捗状況について、ご説明させて頂きます。 

 

次のページをご覧下さい。 
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まずは、売上総利益の状況についてです。 

 

2018年3月期は、既存事業会社での伸長に加え、M&Aによる押し上げ効果もあり
、売上総利益は前年比プラス9.5％の伸長となりました。 

中期経営目標の見直し後、2年間の平均で見ますと、年率プラス8.2％、また、資
料に記載はございませんが、本中期経営計画の進捗を見る上での基準年である
2014年3月期からの4年間でも、年率プラス9.4％の強い伸びとなっております。 

 

基準年から4年間の売上総利益の増分をセグメント別でみると、オーガニックは年
平均でプラス6.5％の伸長となっております。 

特に、主戦場である国内においては、シェアアップや売上総利益率向上の取り組み
が奏功し、広告市場の成長を上回る強い伸びが継続しております。 

M&Aについても、戦略事業組織kyuに加え、国内やアジアでのM&Aが進捗してお
り、本中計期間内にM&Aを行った対象会社の増分合計が、276億円の規模まで拡
大いたしました。 

 

そして、売上総利益に占める海外の比率は、12.5％となっております。 
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次に、最重要目標であるのれん償却前営業利益についてです。 

 

売上総利益の力強い伸長と、のれん償却前オペ―レーティング・マージンを
20.5％という高い水準で維持したことにより、のれん償却前営業利益は前年か
ら54億円増益の558億円となりました。 

 

また、のれん償却前ROEについては、10.5％と中期目標を上回る水準を維持し
ております。 
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続いて、中期経営計画で掲げた3つの成長ドライバーを中心に、体制や対応力を
強化してきた、ご覧の主な施策につき順番にご説明いたします。 

 

次のページをご覧ください。 



まずは、“生活者データ・ドリブン”マーケティング対応力の強化についてです。 

 

これまでの4年間の取り組みを通じて、生活者の情報行動・購買行動から意識まで
を含めた「生活者データ」の充実を図るとともに、生活者DMPを活用した多様な
ソリューションの開発と得意先企業への導入を進め、実績を積み上げてまいりまし
た。 

結果として、同領域は、当社グループの競争優位性を支えるひとつの柱へと成長し
てきております。 

本取り組みと関係性が深いと考えられるインターネットメディア領域において、マ
スメディアとの統合を推進する博報堂・大広・読売広告社3社合算の売上高が、本
中計期間中、年平均プラス26.2％で伸長するなど、数値面での貢献も着実に顕在
化しております。 

 

当期の具体的な施策については、スライドの「トピックス」の項目をご参照くださ
い。 

 

今後も、同領域での競争優位性の盤石化へ向けて、様々な取り組みを進め、さらな
る実績を積み上げてまいります。 
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次に、アジアにおける体制の強化についてです。 

 

アジアの売上総利益は、前年低調な動きとなった中華圏が復調したことに加え、
アセアンがM&Aによる押し上げもあり前年の2倍近い規模に拡大するなど、大幅
に伸長し、アジア全体で前年比プラス44.6％となりました。 

前年のマイナス成長から反転し、成長軌道へ復帰しており、本中計期間の4年間
の平均では年率プラス14.1％の伸びとなっております。 

 

また、中華圏、アセアンにおける新規拠点設立やM&Aにより、統合マーケティ
ング・ソリューション提供体制を拡充いたしました。 

詳細は、「トピックス」をご参照ください。 
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続きまして、最先端かつユニークな専門マーケティングサービス企業の取り込み
についてです。 

 

kyuは2014年5月の発足以降、様々な領域の最先端かつユニークなメンバーを
着実に増やし、売上総利益は183億円の規模まで拡大しました。 

前年との比較では、既存会社の拡大に加え、BE Worksや 
Hornall Andersonの新規損益取り込みによる押し上げ効果もあり、前年差プラ
ス20億円と着実に伸長しております。 

 

また、このたび新たに、米国のデジタルマーケティングエージェンシー「Kepler 
Group」が、kyuメンバーに参画しました。 

加えて、シナジー創出へ向けた取り組みも進めております。 

詳細は、「トピックス」をご参照ください。 
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以上、当社グループの中期経営計画の進捗状況についてご説明いたしましたが、
最後に私から一言申し添えさせていただきます。 

 

2018年3月期は、国内を中心とするオーガニックでの力強い伸びと、M&Aの着
実な進捗を背景に、のれん償却前営業利益が前年より50億円以上の増益となるな
ど、中期経営目標の達成へ向けて大きく前進した一年でした。 

 

計画4年目を終え、本中期経営計画の最終年度となる今期の通期見通しは、中期
経営目標として掲げたのれん償却前営業利益「570億円」を40億円上回る  
「610億円」としております。 

国内外の経済動向は、各種下押しのリスクはありますが、堅調な動きとなること
が予想され、 

主戦場である国内広告市場も、2018年3月期は低調な動きとなりましたが、
2019年3月期は復調してくるとみております。 

各種戦略施策の総仕上げを行うとともに、市場の動向を注視しつつ、中期経営目
標の達成のみならず、もう一段高い目標へ向けて、グループ一丸となって取り組
んでまいります。 

 

私からは以上です。 

どうもありがとうございました。 

 


